
十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

な
り
た
い
自
分
に
な
る
！
筆
跡
の

魔
法

	

講
師　

芳
田 

マ
サ
ヒ
ロ 

氏

日
時	

令
和
4
年
12
月
10
日（
土
）

	

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

	

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	
会
員 
二
千
円（
当
日
入
会
可
）	

一
般 
三
千
円　

学
生 

一
千
円

（
内
容
紹
介
）

角
々
し
た
文
字
を
見
て
「
な
ん
か
こ

の
人
頑
固
そ
う
」
と
か
、
こ
ぢ
ん
ま
り

し
た
文
字
を
見
て
「
気
も
小
さ
そ
う
」

と
、
文
字
の
書
き
手
が
ど
ん
な
人
か
想

像
し
た
こ
と
、
み
な
さ
ん
も
一
度
は
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
「
○

○
そ
う
」
と
感
じ
た
そ
の
感
覚
、
実
は

的
を
射
て
い
る
こ
と
が
多
い
ん
で
す
。

そ
れ
は
、
書
か
れ
た
文
字
に
書
い
た
人

の
人
間
性
の
一
端
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る

か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

筆
跡
に
人
間
性
が
あ
ら
わ
れ
る
と
し

た
ら
、
逆
も
ま
た
し
か
り
。
筆
跡
を
変

え
る
こ
と
で
人
間
性
が
変
わ
り
、
人
間

性
が
変
わ
れ
ば
環
境
も
変
わ
り
、
環
境

が
変
わ
れ
ば
未
来
も
、
さ
ら
に
運
命
を

も
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
私
が

「
筆
霊
」（
ふ
で
だ
ま
）
と
呼
ん
で
い
る

筆
跡
診
断
の
不
思
議
な
力
は
、
こ
こ
に

こ
そ
あ
り
ま
す
。

講
演
で
は
、
み
な
さ
ん
に
サ
ン
プ
ル

文
字
を
実
際
に
書
い
て
い
た
だ
き
、
筆

跡
特
徴
と
性
格
の
関
係
を
具
体
的
に
レ

ク
チ
ャ
ー
。
さ
ら
に
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
＊
オ
ー

ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ａ
賞

を
受
賞
し
た
「
宇
宙
人
の
筆
跡
と
空
間

の
概
念
」
に
つ
い
て
も
一
考
察
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
芳
田
マ
サ
ヒ
ロ
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日
本
筆
跡
仕
事
人
協
会
代
表
。
筆
跡

で
個
性
を
見
抜
き
可
能
性
を
引
き
出
す

筆
跡
診
断
士
。『
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
×
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｐ
』『
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
！
』『
月
曜
か
ら

夜
ふ
か
し
』
出
演
、「
女
性
自
身
」「
女

性
セ
ブ
ン
」「
週
刊
女
性
」
3
大
女
性
誌

掲
載
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
な

ど
、
多
方
面
で
活
躍
中
。
著
書
に「
筆

跡
の
魔
法
」（
飛
鳥
新
社
）。
診
断
し
た
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
数
五
千
人
超
。
芸
能
タ
レ
ン

ト
文
化
人
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
2
0
グ
ラ
ン

プ
リ
。
第
16
回
Ｕ
Ｆ
Ｏ
＊
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ａ
賞
受
賞
。

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

一
般
の
御
寄
付
御
礼

	

（
⓾
／
⓾
受
領
分
ま
で
）
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今
月
号
の
記
事

◎
十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
十
一
月
研
究

　

集
会（
ネ
ッ
ト
配
信
）の
お
知
ら
せ

◎
第
13
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
47
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
6
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の

　

研
究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
3
年
12
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅲ

◎
第
四
六
九
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ガ
紀
行
Ⅱ
（
サ
イ
の

　

広
場
3
号
ア
ー
カ
イ
ブ
）

◎
意
識
が
物
質
化
し
て
、
物
質
の
作
用

　

を
助
け
て
い
る

◎
宏
観
異
常
現
象
観
測
で
地
震
予
知
が

　

で
き
る
か
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関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
十
一
月
研

究
集
会（
対
面
／
オ
ン
ラ
イ
ン
）

の
お
知
ら
せ

憑
依
診
療
の
進
歩
〜
死
霊
、生
霊
、

妖
怪
、
宇
宙
霊
〜

	

講
師　

橋
本 

和
哉 
氏

	

（
医
師
、
は
し
も
と
内
科
外
科

	

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

日
時	

令
和
4
年
11
月
19
日（
土
）

	

13
：
30
〜

会
場	

ま
つ
む
し
音
楽
堂
に
て
対
面
、	

ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴

定
員	

（
会
場
参
加
）
20
名
（
20
名
を
超

え
る
場
合
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

と
な
り
ま
す
）

受
講
料
：（
会
場
、
オ
ン
ラ
イ
ン
共
）

　

一
般　

三
千
円　

会
員　

二
千
円

　

学
生　

一
千
円

※
講
演
終
了
後
、
講
師
を
囲
ん
で
の
懇

親
会
を
予
定
し
て
い
ま
す（
10
名
。
会

場
は「
わ
の
わ
」、参
加
費
3
5
0
0
円
、

当
日
会
場
で
申
込
を
受
け
付
け
ま
す
）

※
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
サ
イ
ト
「
研

究
集
会
」
頁
に
あ
る
「
受
講
の
お
申
込

み
は
こ
ち
ら
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し

て
お
申
込
み
の
上
、
受
講
料
を
11
月
18

日
（
金
）
正
午
ま
で
に
同
頁
掲
載
の
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
口
座
ま
で
お
振
込
み
く
だ

さ
い
。

●
申
し
込
み
を
受
け
付
け
、
入
金
確
認　

後
に
「
Ｕ
Ｒ
Ｌ
」
を
メ
ー
ル
で
送
信　

い
た
し
ま
す
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
に
つ
い
て
】

受
講
に
は
Ｐ
Ｃ
、
ス
マ
ホ
な
ど
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
が
受
信
で
き
る
環
境
が
必
要

で
す
が
、
た
と
え
ば
「Y
ouT
ube

」
が

視
聴
で
き
れ
ば
ほ
ぼ
Ｏ
Ｋ
で
す
。

◎
橋
本
和
哉
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
阪
府
生
れ
。
大
阪
大
学
医
学
部
大

学
院
修
了
。
医
学
博
士
。
医
療
法
人
春

鳳
会 

は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長
。
内
科
、
神
経
内
科
、
漢
方
な

ど
を
専
門
と
し
、
臨
床
に
医
療
ヨ
ガ
や

気
功
を
取
り
入
れ
、
独
自
に
開
発
し
た

気
当
て
診
断
、
天
賜
気
功
で
原
因
不
明

の
疾
患
に
対
処
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な

診
療
も
し
て
い
る
。 

神
経
学
会
専
門
医
、

東
洋
医
学
会
専
門
医
、
内
科
学
会
認
定

医
、
温
泉
療
法
医
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
癒
し
と
健

康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
、
日
本
サ
イ

科
学
会
理
事
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

副
会
長
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
医
学
研
究
会
理
事
。
著
書
に「
医

師
が
語
る
霊
障
」（
創
芸
社
）
ほ
か
、
医

療
ヨ
ガ
に
関
す
る
書
籍
多
数
。

講
演
内
容

平
成
26
年
の
私
の
憑
依
に
関
す
る
講

演
会
で
は
、
数
分
で
改
善
さ
せ
る
ト
ラ
ウ

マ
、
蓄
積
感
情
、
霊
障
を
テ
ー
マ
に
、
ま

た
平
成
29
年
に
は
憑
依
診
療
の
進
歩
を

お
話
し
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
多
数
来

席
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
29
年
か
ら
時
間
も
経
過
し
、
さ

ら
に
多
数
新
た
な
知
見
も
蓄
積
さ
れ
ま

し
た
。
和
田
会
長
か
ら
の
依
頼
で
、
今

回
は
私
の
さ
ら
に
進
歩
し
た
憑
依
診
療

の
内
容
を
お
話
し
し
ま
す
。

扱
う
憑
依
の
対
象
は
、
死
霊
、
生
霊
、

妖
怪
、
宇
宙
霊
な
ど
で
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
憑
依
が
細
分
化
さ
れ
、
憑
依
体
か

ら
の
意
識
に
よ
る
攻
撃
、
呪
い
の
お
話
、

対
処
法
な
ど
の
知
見
が
増
え
ま
し
た
。

死
霊
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
悩
め

る
死
霊
と
そ
れ
を
成
仏
さ
せ
る
方
法
、

悪
意
を
持
っ
た
悪
霊
の
お
話
で
し
た
が
、

さ
ら
に
厄
介
な
憑
依
と
し
て
怨
霊
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
人
の
ご
先
祖
の
ど
な
た

か
が
怨
ま
れ
て
子
孫
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起

こ
る
ケ
ー
ス
や
、
そ
の
人
の
過
去
世
で

怨
ま
れ
今
生
で
も
攻
撃
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
怨
霊
に
憑
依
さ
れ
る
と

人
生
こ
と
ご
と
く
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
。

相
談
を
受
け
る
中
で
怨
霊
の
ケ
ー
ス
は

と
て
も
多
い
事
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
怨
霊
と
診
断
で
き
る
霊
能
者
は

ご
く
少
数
で
、
何
処
へ
行
っ
て
も
原
因

が
分
か
ら
な
い
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多

い
で
す
。

ま
た
ご
先
祖
が
憑
依
し
て
来
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ご
先
祖
か
ら
の
意
識
だ

け
が
来
る
場
合
、
左
と
か
右
ば
か
り
の

障
害
な
ど
特
異
な
症
状
が
出
ま
す
。
ご

先
祖
供
養
と
思
っ
て
も
未
だ
成
仏
さ
れ

て
い
な
い
ご
先
祖
の
場
合
は
、
お
坊
さ

ん
が
お
経
を
唱
え
る
、
お
墓
参
り
す
る

だ
け
で
は
、
ほ
と
ん
ど
効
果
が
無
い
こ

と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

生
霊
（
い
き
り
ょ
う
）
は
人
か
ら
の

強
烈
な
意
識
だ
と
以
前
は
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
強
烈
な
意
識
と
生
霊
は
少
し

違
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
一

般
の
方
が
生
霊
と
言
っ
て
い
る
の
は
強

烈
な
意
識
の
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

し
か
し
本
当
の
生
霊
も
少
し
で
す
が

有
り
ま
す
。
強
烈
な
意
識
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
あ
た
か
も
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に

独
自
に
意
識
を
持
ち
始
め
る
の
で
す
。

ま
る
で
死
霊
の
よ
う
に
振
る
舞
い
ま
す
。

生
霊
が
独
自
に
意
識
を
持
ち
始
め
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
強
烈
な
ト
ラ
ウ
マ
の
元

で
別
の
人
格
を
作
り
出
す
解
離
性
人
格



3

障
害
の
症
状
に
似
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
二
つ
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
人
か

ら
の
強
烈
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
意
識
を
独

自
に
持
っ
て
生
霊
と
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
考
察
し
ま
す
。

妖
怪
憑
依
は
多
く
の
方
が
知
ら
な
い

だ
け
で
現
代
社
会
で
も
蔓
延
（
は
び

こ
）
っ
て
い
ま
す
。
毒
親
や
自
己
中
心

的
な
（
異
常
な
）
人
に
も
潜
み
ま
す
。

一
見
、
社
会
的
に
成
功
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
人
に
も
存
在
し
ま
す
。
妖
怪

は
他
の
霊
的
存
在
に
作
ら
れ
る
場
合
や

元
は
神
様
だ
っ
た
存
在
が
妖
怪
化
し
て

い
る
場
合
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
妖
怪
を
後
ろ
で
操
っ
て
い
る

場
合
や
妖
怪
か
ら
意
識
攻
撃
さ
れ
る
場

合
、
傀
儡
（
自
分
の
ダ
ミ
ー
）
を
作
っ

て
そ
こ
か
ら
攻
撃
し
て
く
る
事
も
分
か

り
ま
し
た
。
ま
る
で
ア
ニ
メ
の
世
界
を

見
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

宇
宙
霊
は
他
の
憑
依
と
は
違
う
奇
妙

な
憑
依
の
仕
方
を
し
ま
す
。
静
か
な
感

じ
や
ベ
ト
ー
と
し
た
感
触
な
ど
で
す
。

こ
ち
ら
も
宇
宙
霊
と
知
っ
て
お
か
な
い

と
何
な
の
か
分
か
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

い
ず
れ
も
そ
の
実
態
と
対
処
法
を
実

習
を
交
え
て
お
伝
え
し
ま
す
。

な
お
、
憑
依
さ
れ
や
す
い
人
は
ス
パ

ン
コ
ー
ル
な
ど
キ
ラ
キ
ラ
し
た
物
を
で

き
る
だ
け
複
数
、
多
数
、
身
に
付
け
て

参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。今

回
の
会
場
は
ま
つ
む
し
音
楽
堂
2

階
で
対
面
参
加
の
定
員
は
20
名
で
す
。

ま
た
自
分
の
家
な
ど
で
パ
ソ
コ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ホ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
通
し

て
観
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

家
で
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
通
し
て
観
る
場

合
、
定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
音
楽
堂

で
参
加
さ
れ
る
場
合
は
定
員
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
早
め
に
申
し

込
み
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
講
師
記
）

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
⓭
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会

憑
依
現
象
と
霊
障
の
解
決
法

	

講
師　

小
林 

永
周 

氏

	

（
心
霊
現
象
研
究
家
）

日
時	

令
和
4
年
11
月
20
日（
日
）

	

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
2
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車	

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員
一
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

＊
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
お

支
払
い
下
さ
い
。

現
代
社
会
は
自
死
、
自
閉
症
、
家
庭

内
暴
力
、
人
格
変
容
な
ど
、
若
い
人
た

ち
が
急
増
し
て
深
刻
な
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
様
々
な
フ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
医
学
的
に
は

精
神
疾
患
が
要
因
と
指
摘
さ
れ
〝
憑
依

現
象
〟
は
主
に
感
応
精
神
病
か
ヒ
ス
テ

リ
ー
性
人
格
乖
離
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
心
霊
研
究
の
立
場
で
は
、
憑
依

現
象
が
全
て
霊
障
と
は
言
え
な
い
が
、

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

憑
依
現
象
の
取
材
現
場
を
通
し
て
、

様
々
な
霊
能
者
に
よ
る
「
憑
依
現
象
と

霊
障
の
解
決
法
」
に
つ
い
て
、
ビ
デ
オ

映
像
を
ご
覧
頂
き
ま
す
。

さ
ら
に
今
話
題
の
悪
徳
霊
感
商
法
に

騙
さ
れ
な
い
為
に
、
そ
の
注
意
点
を
も

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
㊼
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
10
回
異
能
科
学
会
議

テ
ー
マ
「
森
羅
万
象
：
生
命
・
虚
空
・

黄
金
持
続
」

日
時	

令
和
4
年
12
月
18
日（
日
）

	

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

会
場	

滝
野
川
会
館　

小
ホ
ー
ル

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
上
中
里
駅
東

口
下
車
徒
歩
7
分
、
東
京
メ
ト

ロ
南
北
線
西
ヶ
原
駅
下
車
徒
歩

7
分
、
Ｊ
Ｒ
山
手
線
駒
込
駅
下

車
徒
歩
10
分

参
加
費　

一
般  

二
千
円

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、
60
歳

以
上 

一
千
円

宇
宙
人 

0
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

森
羅
万
象
・
宇
宙
を
時
間
+
空
間

（
時
空
）
と
は
み
な
い
で
、
虚
空
+
時

空
と
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

テ
ー
マ
を
「
森
羅
万
象
：
生
命
・
虚

空
・
黄
金
持
続
」
と
し
て
、
多
様
な
領

域
か
ら
森
羅
万
象
・
宇
宙
を
眺
め
て
み

ま
し
ょ
う
！　

会
場
は
北
と
ぴ
あ
で
は
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な
く
、
滝
野
川
会
館
で
す
の
で
、
お
間

違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
是
非
と
も
一
年
の
締
め
く

く
り
を
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
有
意
義

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
６
回　

占
星
学
と
運
命
創
造

学
の
研
究
分
科
会

2
0
2
5
年
か
ら
始
ま
る
大
変

革
の
時
代
と
は
？

個
人
別
月
運
チ
ャ
ー
ト
の
配
布

と
診
断

	

講
師　

瀬
尾 

泰
範 

氏

日
時	

令
和
5
年
1
月
15
日（
日
）

	

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

会
場 	

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
2
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員 

一
千
円（
当
日
入
会
可
）	

一
般 

二
千
円　

学
生 

一
千
円

※
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
後
述
の
★
欄

を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご
参
加
予
約
願

い
ま
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

講
演
内
容

現
在
、
書
籍
や
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で

2
0
2
5
年
に
「
大
地
震
が
来
る
」
と

か
「
大
災
害
が
来
る
」
と
い
う
予
言
や

予
想
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

確
か
に
、
2
0
2
5
年
に
は
天
王

星
、
海
王
星
、
冥
王
星
が
新
し
い
星
座

に
入
り
、
こ
れ
ら
の
「
ト
ラ
ン
ス
サ
タ

ニ
ア
ン
（
土
星
よ
り
も
外
側
を
公
転
す

る
惑
星
）」
は
、
1
星
座
を
通
過
す
る

期
間
が
長
い
の
で
（
7
年
〜
20
年
位
）、

そ
の
地
球
や
世
の
中
に
与
え
る
影
響
力

は
加
算
さ
れ
て
、
強
力
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
天
王
星
が
自
分
の
支
配
星

座
の
水
瓶
座
に
あ
っ
た
1
9
9
6
年

〜
2
0
0
3
年
に
は
、
天
王
星
が
象

徴
す
る
科
学
・
技
術
と
通
信
、
フ
ラ
ッ

ト
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
関
係
性

に
関
わ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
世
界
中

に
普
及
し
ま
し
た
。

ま
た
天
王
星
は
地
震
に
関
わ
る
天
体

で
も
あ
り
ま
す
が
、
3
・
11
東
日
本
大

震
災
の
ほ
ぼ
当
日
に
、
黄
道
12
星
座
の

起
点
で
あ
る
牡
羊
座
に
入
宮
し
て
お
り

ま
す
。

海
王
星
が
支
配
星
座
の
魚
座
に
あ
る

2
0
1
2
年
〜
2
0
2
5
年
に
は
、

海
王
星
が
象
徴
す
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
や
サ
イ
・

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
現
象
・
研
究
に

人
々
の
関
心
が
向
い
て
お
り
ま
す
。

2
0
2
5
年
に
は
、
天
王
星
、
海

王
星
、
冥
王
星
の
3
星
が
し
ば
ら
く
の

間
、
特
別
な
ア
ス
ペ
ク
ト
（
周
波
数
に

関
わ
る
）を
形
成
し
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
ト
ラ
ン
ス
サ
タ
ニ

ア
ン
の
新
星
座
入
宮
と
特
別
な
ア
ス
ペ

ク
ト
形
成
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
瀬
尾

の
関
心
の
あ
る
未
来
予
測
も
含
め
て
、

占
星
学
的
視
点
か
ら
2
0
2
5
年
か

ら
ど
う
い
う
時
代
が
始
ま
る
か
に
つ
い

て
解
説
致
し
ま
す
。

ま
た
西
洋
占
星
学
の
先
端
の
ハ
ー
モ

ニ
ク
ス
理
論
に
基
づ
く
当
会
独
自
の

「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト

Ｓ
」（
月
運
チ
ャ
ー
ト
）
を
使
っ
て
、
参

加
者
の
運
勢
診
断
を
致
し
ま
す
。

参
加
者
個
人
別
に
今
後
18
ヶ
月
の
月

運
チ
ャ
ー
ト
を
配
布
し
て
見
方
を
説
明

し
、
自
由
に
質
問
を
受
け
な
が
ら
、
個

人
の
運
勢
診
断
を
分
か
り
や
す
く
解
説

致
し
ま
す
。

さ
ら
に
水
星
、
金
星
、
火
星
、
木
星
、

土
星
の
2
0
2
2
年
1
月
〜
2
0
2
3

年
6
月
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
星
が

通
過
す
る
星
座
運
行
に
よ
る
、
比
較
的

短
周
期
の
環
境
運
の
見
方
と
対
処
法
も

解
説
致
し
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
以
下
★
の
2
つ

の
欄
を
見
て
、
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

◎
瀬
尾
泰
範
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

静
岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
）
生
ま

れ
。
西
洋
占
星
学
を
40
年
以
上
研
究
、

か
つ
プ
ロ
と
し
て
診
断
も
し
、
70
年
代

に
英
国
のJogn M

. A
ddey

氏
が
提

唱
し
た
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
を
発
展
さ

せ
て
、
独
自
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
い
、
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
や
才
能
、
運
勢
等
の
新
し
い
診

断
法
を
確
立
し
た
。

一
般
人
レ
ベ
ル
の
念
動
力
も
測
定
で

き
る
「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ

ー
」
を
開
発
し
、
Ｐ
Ｋ
・
Ｅ
Ｓ
Ｐ
能
力

の
養
成
も
指
導
し
て
い
る
。

「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
」、「
才

能
開
発
研
究
所
」
を
主
宰
、
日
本
サ
イ

科
学
会
理
事
。

著
書
「
来
た
る
べ
き
ア
ク
エ
リ
ア
ス
の

時
代
」（
1
9
8
5　

潮
文
社
）、

「
自
分
の
隠
れ
た
才
能
が
見
つ
か
る
本
」

（
2
0
0
5 

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
）

★
既
に
分
科
会
に
参
加
さ
れ
て
、
当
会　
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の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）　

を
お
持
ち
の
皆
様
へ

分
科
会
で
は
参
加
者
ご
本
人
（
あ
る

い
は
ご
子
息
等
）
の
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト
18
ヶ
月
分
を
当
日
配
布
し
、
診
断
に

利
用
致
し
ま
す
。

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
5
年
1

月
11
日
（
水
）
ま
で
に
「
1
月
15
日
分

科
会
参
加
希
望
」と
書
い
て

info23@
astro-h.com

  

宛
て
に
メ
ー

ル
送
信
い
た
だ
く
か
、
日
本
サ
イ
科
学

会
の
公
式
サ
イ
ト
の
「
問
い
合
わ
せ
」

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

★
初
め
て
ご
参
加
の
皆
様

参
加
者
ご
本
人
（
あ
る
い
は
ご
子
息

等
）
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
図
）
と

月
運
診
断
チ
ャ
ー
ト
18
ヶ
月
分
を
当
日

配
布
し
て
、
診
断
に
利
用
致
し
ま
す
。

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
5
年
1

月
11
日
（
水
）
ま
で
に
「
1
月
15
日
分

科
会
参
加
希
望
」
＋
以
下
の
出
生
デ
ー

タ
を
書
い
て

info23@
astro-h.com

  

宛
て
に
メ
ー

ル
送
信
い
た
だ
く
か
、
日
本
サ
イ
科
学

会
の
公
式
サ
イ
ト
の
「
問
い
合
わ
せ
」

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

※
ご
自
分
の
チ
ャ
ー
ト
以
外
に
追
加
の

チ
ャ
ー
ト
を
ご
希
望
の
方
は
、
そ
の
方

の
出
生
デ
ー
タ
を
追
加
願
い
ま
す
。（
料

金
は
一
人
に
つ
き
＋
1
0
0
0
円
で
す
）

☆
出
生
デ
ー
タ
☆

◎
氏
名

◎
氏
名
の
読
み
方

◎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

◎
電
話
番
号

◎
西
暦
で
の
生
年
月
日

◎
出
生
時
刻
（
午
前
・
午
後
○
時
○
分

ま
で
分
か
れ
ば
、
よ
り
診
断
が
正
確

に
な
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合

は
不
明
と
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
出
生
地
（
都
道
府
県
・
郡
市
区
町

村
・
町
名
と
番
地
ま
で
分
か
れ
ば
ベ

ス
ト
で
す
→
こ
ち
ら
で
緯
度
と
経
度

を
出
し
ま
す
。）

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
３
年
⓬
月
本
部
例
会
報
告
Ⅲ

Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
脳
波
で

解
明
す
る
！

	

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

イ
ン
ド
の
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
最
高
の
占

星
術
師
バ
ブ
ル
ジ
が
手
相
診
断
を
し
て

い
る
と
き
の
脳
波
を
測
定
し
ま
し
た
。

や
は
り
7
・
8
Ｈ
ｚ
で
の
共
鳴
が
よ
く

出
て
お
り
ま
す
。

バ
ブ
ル
ジ
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
手
相

を
見
て
生
年
月
日
と
出
生
時
刻
が
分
か

る
と
い
う
の
で
す
。
ど
う
説
明
を
聞
い

て
み
て
も
、
手
相
か
ら
そ
う
い
う
情
報

が
読
み
取
れ
る
と
は
思
え
な
い
の
で
す

ね
。
と
い
う
こ
と
は
脳
の
中
の
情
報
を

引
っ
張
り
出
す
と
い
う
わ
け
に
も
い
か

な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
両
者
は
バ
ン
ア

レ
ン
帯
の
電
磁
波
の
中
に
入
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
そ
れ
を
通
じ
て
情
報
が
取
り

込
め
る
の
で
す
ね
。

出
生
時
刻
を
当
て
る
の
は
日
本
で
は

無
理
だ
が
、
イ
ン
ド
で
は
分
単
位
で
で

き
る
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。「
な
ぜ

だ
ろ
う
な
？
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
赤

道
近
辺
の
イ
ン
ド
で
は
バ
ン
ア
レ
ン
帯

が
厚
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

バ
ブ
ル
ジ
の
紹
介
で
、
ジ
ャ
イ
ナ
教

の
最
高
聖
者
キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
に
お
会

い
し
て
、「
祝
福
」
を
受
け
る
よ
う
に

手
配
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
せ
っ
か

く
の
チ
ャ
ン
ス
だ
か
ら
、
脳
波
を
測
っ

て
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
は
91
歳
だ
そ
う
で

す
が
、
本
当
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
通
訳
の
お
話
で
す
と
、
こ
の
方
は

8
年
間
全
く
物
を
食
べ
ず
、
寝
な
い
そ

う
で
す
。
そ
し
て
信
者
が
来
る
と
「
祝

を
お
持
ち
の
皆
様
へ

分
科
会
で
は
参
加
者
ご
本
人
（
あ
る

い
は
ご
子
息
等
）
の
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト

ヶ
月
分
を
当
日
配
布
し
、
診
断
に

18
利
用
致
し
ま
す
。

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
５
年
１

月

日(
水)
ま
で
に
「
１
月

日
分
科

11

15

会
参
加
希
望
」
と
書
い
て

info23@
astro-h.com

宛
て
に
メ
ー
ル

送
信
い
た
だ
く
か
、
日
本
サ
イ
科
学
会

の
公
式
サ
イ
ト
の
「
問
い
合
わ
せ
」
フ

ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

★
初
め
て
ご
参
加
の
皆
様

参
加
者
ご
本
人
（
あ
る
い
は
ご
子
息

等
）
の
ホ
ロ
ス
コ
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プ
（
出
生
図
）
と
月

運
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断
チ
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ー
ト

ヶ
月
分
を
当
日
配
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布
し
て
、
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に
利
用
致
し
ま
す
。

配
付
資
料
準
備
の
た
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和
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年
１

月

日(

水)

ま
で
に
「
１
月

日
分
科
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15

会
参
加
希
望
」
＋
以
下
の
出
生
デ
ー
タ

を
書
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て
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宛
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に
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か
、
日
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サ
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の
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式
サ
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ト
の
「
問
い
合
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せ
」
フ

ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

※
ご
自
分
の
チ
ャ
ー
ト
以
外
に
追
加
の

チ
ャ
ー
ト
を
ご
希
望
の
方
は
、
そ
の
方
の

出
生
デ
ー
タ
を
追
加
願
い
ま
す
。
（
料
金

は
一
人
に
つ
き
＋
１
０
０
０
円
で
す
）

☆
出
生
デ
ー
タ
☆

◎
氏
名

◎
氏
名
の
読
み
方

◎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

◎
電
話
番
号

◎
西
暦
で
の
生
年
月
日

◎
出
生
時
刻
（
午
前
・
午
後
○
時
○
分
ま

で
分
か
れ
ば
、
よ
り
診
断
が
正
確
に
な

り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合
は
不
明

と
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
出
生
地
（
都
道
府
県
・
郡
市
区
町
村

・
町
名
と
番
地
ま
で
分
か
れ
ば
ベ
ス

ト
で
す
→
こ
ち
ら
で
緯
度
と
経
度
を

出
し
ま
す
。
）

◆

◆

令
和
３
年

月
本
部
例
会
報
告
Ⅲ
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Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
脳
波
で

解
明
す
る
！

講
師

志
賀

一
雅

氏

イ
ン
ド
の
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
最
高
の
占

星
術
師
バ
ブ
ル
ジ
が
手
相
診
断
を
し
て

い
る
と
き
の
脳
波
を
測
定
し
ま
し
た
。

や
は
り
７
・
８
Ｈ
ｚ
で
の
共
鳴
が
よ
く

出
て
お
り
ま
す
。

バ
ブ
ル
ジ
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
手
相

を
見
て
生
年
月
日
と
出
生
時
刻
が
分
か

る
と
い
う
の
で
す
。
ど
う
説
明
を
聞
い

て
み
て
も
、
手
相
か
ら
そ
う
い
う
情
報

が
読
み
取
れ
る
と
は
思
え
な
い
の
で
す

ね
。
と
い
う
こ
と
は
脳
の
中
の
情
報
を

引
っ
張
り
出
す
と
い
う
わ
け
に
も
い
か

な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
両
者
は
バ
ン
ア

レ
ン
帯
の
電
磁
波
の
中
に
入
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
そ
れ
を
通
じ
て
情
報
が
取
り

込
め
る
の
で
す
ね
。

出
生
時
刻
を
当
て
る
の
は
日
本
で
は

無
理
だ
が
、
イ
ン
ド
で
は
分
単
位
で
で

き
る
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
「
な
ぜ
だ

ろ
う
な
？
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
赤
道

近
辺
の
イ
ン
ド
で
は
バ
ン
ア
レ
ン
帯
が

厚
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

バ
ブ
ル
ジ
の
紹
介
で
、
ジ
ャ
イ
ナ
教

の
最
高
聖
者
キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
に
お
会

い
し
て
、
「
祝
福
」
を
受
け
る
よ
う
に
手

配
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
せ
っ
か
く

の
チ
ャ
ン
ス
だ
か
ら
、
脳
波
を
測
っ
て

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
は

歳
だ
そ
う
で
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す
が
、
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当
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
通
訳
の
お
話
で
す
と
、
こ
の
方
は

８
年
間
全
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物
を
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ず
、
寝
な
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そ
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。
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が
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と
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祝

を
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す
が
、
本
当
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
通
訳
の
お
話
で
す
と
、
こ
の
方
は

８
年
間
全
く
物
を
食
べ
ず
、
寝
な
い
そ

う
で
す
。
そ
し
て
信
者
が
来
る
と
「
祝
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福
」
を
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も

生
き
て
い
け
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。キ

ル
テ
ィ
ー
グ
ル
と
私
の
脳
波
を
同

時
に
測
定
し
ま
し
た
。

同
じ
ス
ケ
ー
ル
で
表
示
す
る
と
、
私

の
脳
波
は
か
な
り
低
い
の
に
対
し
て
、

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
の
脳
波
は
非
常
に
高

く
出
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
二
人
の
脳

波
は
7
・
8
ヘ
ル
ツ
で
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト

（
位
相
が
揃
う
）し
て
い
ま
す
。

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
は
多
く
の
信
者
の

病
気
を
治
し
た
り
、
貧
困
か
ら
救
う
と

い
う
助
け
る
力
が
あ
り
ま
す
。
91
歳
と

い
う
高
齢
で
あ
っ
て
物
も
食
べ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
や
は
り
空

間
の
力
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
の
本
部
例
会
で
も

講
演
し
た
こ
と
が
あ
る
弁
護
士
の
秋
山

佳
胤
氏
も
不
食
で
す
が
、
敢
え
て
断
食

し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
食
べ
た
く
な

い
か
ら
食
べ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
い
く

ら
で
も
食
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
よ
、

と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
気
が
付
い
て

み
た
ら
6
年
間
不
食
を
続
け
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
水
も
飲
ん
で
い
な

い
と
い
う
の
で
、
と
も
か
く
脳
波
を
測

ら
せ
て
も
ら
い
た
い
と
お
願
い
し
ま
し

た
。秋

山
さ
ん
の
講
演
会
に
出
て
、
見
て

お
り
ま
し
た
ら
汗
を
一
杯
か
い
て
い
る

の
で
、「
水
を
飲
ま
な
い
で
、
な
ん
で

そ
ん
な
に
汗
が
出
る
の
で
す
か
？
お
し

っ
こ
も
す
る
の
で
す
か
？
」
と
質
問
し

ま
し
た
ら
、
い
と
も
簡
単
に
答
え
ら
れ

ま
し
た
。

「
え
え
、
し
ま
す
よ
。」

「
空
間
に
は
水
分
が
一
杯
あ
る
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
も
除
湿
機
が
あ
っ

て
、
1
時
間
も
稼
働
さ
せ
れ
ば
1
リ
ッ

ト
ル
の
水
分
が
取
れ
る
で
し
ょ
。
そ
れ

と
同
様
に
皮
膚
の
細
胞
は
い
く
ら
で
も

水
分
を
補
給
で
き
る
。
そ
れ
が
血
液
の

中
に
入
っ
て
水
を
飲
ん
だ
の
と
同
じ
よ

う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。」

な
る
ほ
ど
、
そ
う
言
わ
れ
て
み
れ
ば

そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
秋
山
さ
ん

の
脳
波
と
私
の
脳
波
を
一
緒
に
測
ら
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。（
上
図
）

上
段
の
脳
波
が
秋
山
さ
ん
、
下
段
の

脳
波
が
私
で
す
。
二
人
が
し
ゃ
べ
っ
て

い
る
と
き
の
脳
波
で
す
の
で
、
ノ
イ
ズ

も
入
り
ま
す
が
、
私
の
脳
波
は
ベ
ー
タ

波
が
強
く
出
る
の
に
対
し
て
、
秋
山
さ

ん
の
脳
波
は
ベ
ー
タ
波
が
少
な
く
ス
ロ

ー
ア
ル
フ
ァ
波
そ
れ
も
7
・
8
ヘ
ル
ツ

が
強
く
出
て
お
り
ま
す
。

最
近
結
婚
さ
れ
た
の
で
、
食
べ
出
し

て
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
普
段
7
・
8
ヘ
ル
ツ
の
脳
波
は

出
な
い
の
で
す
が
、
秋
山
さ
ん
と
同
時

測
定
し
て
い
る
と
、
7
・
8
ヘ
ル
ツ
の

ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ
波
が
出
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
嬉
し
く
な
っ
て
、

秋
山
さ
ん
と
の
脳
波
測
定
後
、
事
務
所

に
戻
っ
て
す
ぐ
自
分
の
脳
波
を
測
定
し

た
の
で
す
が
、
7
・
8
ヘ
ル
ツ
の
脳
波

は
全
く
出
な
い
の
で
す
。
秋
山
さ
ん
の

側
に
い
る
と
出
る
の
で
、
共
鳴
・
誘
発

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

指
導
者
が
い
て
弟
子
が
い
て
、
本
当

に
心
か
ら
信
じ
て
言
わ
れ
る
と
お
り
に

や
っ
た
ら
、
成
長
す
る
の
と
同
じ
で
す

ね
。遠

隔
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で

す
が
、
電
離
層
か
ら
7
・
8
ヘ
ル
ツ
の

プ
ラ
ズ
マ
振
動
が
来
て
い
る
の
で
、
ヒ

ー
ラ
ー
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
同
じ
周
波

数
に
な
れ
ば
、
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
し
て
情

報
の
や
り
取
り
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
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で
す
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そ
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で
も
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る
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と
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う
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に
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、
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の
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す
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、
二
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の
脳
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（
位
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が
揃
う
）
し
て
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ま
す
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ル
テ
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グ
ル
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く
の
信
者
の

病
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を
治
し
た
り
、
貧
困
か
ら
救
う
と

い
う
助
け
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力
が
あ
り
ま
す
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歳
と
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い
う
高
齢
で
あ
っ
て
物
も
食
べ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
や
は
り
空

間
の
力
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
の
本
部
例
会
で
も

講
演
し
た
こ
と
が
あ
る
弁
護
士
の
秋
山

佳
胤
氏
も
不
食
で
す
が
、
敢
え
て
断
食

し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
食
べ
た
く
な

い
か
ら
食
べ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
い
く

ら
で
も
食
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
よ
、

と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
気
が
付
い
て

み
た
ら
６
年
間
不
食
を
続
け
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
水
も
飲
ん
で
い
な

い
と
い
う
の
で
、
と
も
か
く
脳
波
を
測

ら
せ
て
も
ら
い
た
い
と
お
願
い
し
ま
し

た
。秋

山
さ
ん
の
講
演
会
に
出
て
、
見
て

お
り
ま
し
た
ら
汗
を
一
杯
か
い
て
い
る

の
で
、
「
水
を
飲
ま
な
い
で
、
な
ん
で
そ

ん
な
に
汗
が
出
る
の
で
す
か
？
お
し
っ

こ
も
す
る
の
で
す
か
？
」
と
質
問
し
ま

し
た
ら
、
い
と
も
簡
単
に
答
え
ら
れ
ま

し
た
。

「
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。
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に
は
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の
で
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皆
さ
ん
の
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に
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湿
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が
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っ
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、
１
時
間
も
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働
さ
せ
れ
ば
１
リ
ッ

ト
ル
の
水
分
が
取
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で
し
ょ
。
そ
れ

と
同
様
に
皮
膚
の
細
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は
い
く
ら
で
も

水
分
を
補
給
で
き
る
。
そ
れ
が
血
液
の

中
に
入
っ
て
水
を
飲
ん
だ
の
と
同
じ
よ

う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
」

な
る
ほ
ど
、
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言
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て
み
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ば
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か
も
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ん
が
、
秋
山
さ
ん

の
脳
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と
私
の
脳
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一
緒
に
測
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せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
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が
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と
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の
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で
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で
、
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も
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ま
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が
、
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の
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は
ベ
ー
タ

波
が
強
く
出
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の
に
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は
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が
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が
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に
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す
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の
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た
の
で
す
が
、
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の
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は
全
く
出
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の
で
す
。
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山
さ
ん
の

側
に
い
る
と
出
る
の
で
、
共
鳴
・
誘
発

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

指
導
者
が
い
て
弟
子
が
い
て
、
本
当

に
心
か
ら
信
じ
て
言
わ
れ
る
と
お
り
に

や
っ
た
ら
、
成
長
す
る
の
と
同
じ
で
す

ね
。遠

隔
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で

す
が
、
電
離
層
か
ら
７
・
８
ヘ
ル
ツ
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ラ
ズ
マ
振
動
が
来
て
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の
で
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ー
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ー
と
ク
ラ
イ
ア
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が
同
じ
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数
に
な
れ
ば
、
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
し
て
情

報
の
や
り
取
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が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

福
」
を
さ
れ
る
そ
う
で
す
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そ
れ
で
も

生
き
て
い
け
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
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キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
と
私
の
脳
波
を
同

時
に
測
定
し
ま
し
た
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同
じ
ス
ケ
ー
ル
で
表
示
す
る
と
、
私

の
脳
波
は
か
な
り
低
い
の
に
対
し
て
、

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
の
脳
波
は
非
常
に
高

く
出
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
二
人
の
脳

波
は
７
・
８
ヘ
ル
ツ
で
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト

（
位
相
が
揃
う
）
し
て
い
ま
す
。

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
は
多
く
の
信
者
の

病
気
を
治
し
た
り
、
貧
困
か
ら
救
う
と

い
う
助
け
る
力
が
あ
り
ま
す
。
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い
う
高
齢
で
あ
っ
て
物
も
食
べ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
や
は
り
空

間
の
力
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
の
本
部
例
会
で
も

講
演
し
た
こ
と
が
あ
る
弁
護
士
の
秋
山

佳
胤
氏
も
不
食
で
す
が
、
敢
え
て
断
食

し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
食
べ
た
く
な

い
か
ら
食
べ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
い
く

ら
で
も
食
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
よ
、

と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
気
が
付
い
て

み
た
ら
６
年
間
不
食
を
続
け
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
水
も
飲
ん
で
い
な

い
と
い
う
の
で
、
と
も
か
く
脳
波
を
測

ら
せ
て
も
ら
い
た
い
と
お
願
い
し
ま
し

た
。秋

山
さ
ん
の
講
演
会
に
出
て
、
見
て

お
り
ま
し
た
ら
汗
を
一
杯
か
い
て
い
る

の
で
、
「
水
を
飲
ま
な
い
で
、
な
ん
で
そ

ん
な
に
汗
が
出
る
の
で
す
か
？
お
し
っ

こ
も
す
る
の
で
す
か
？
」
と
質
問
し
ま

し
た
ら
、
い
と
も
簡
単
に
答
え
ら
れ
ま

し
た
。

「
え
え
、
し
ま
す
よ
。
」

「
空
間
に
は
水
分
が
一
杯
あ
る
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
も
除
湿
機
が
あ
っ

て
、
１
時
間
も
稼
働
さ
せ
れ
ば
１
リ
ッ

ト
ル
の
水
分
が
取
れ
る
で
し
ょ
。
そ
れ

と
同
様
に
皮
膚
の
細
胞
は
い
く
ら
で
も

水
分
を
補
給
で
き
る
。
そ
れ
が
血
液
の

中
に
入
っ
て
水
を
飲
ん
だ
の
と
同
じ
よ

う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
」

な
る
ほ
ど
、
そ
う
言
わ
れ
て
み
れ
ば

そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
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、
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さ
ん
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緒
に
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せ

て
も
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ま
し
た
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札
幌
に
お
住
ま
い
の
遠
隔
ヒ
ー
リ
ン

グ
や
遠
隔
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
得
意
な
方

に
自
宅
に
い
る
私
に
パ
ワ
ー
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
、
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

私
の
脳
波
を
そ
の
日
の
11
時
か
ら
12

時
に
冥
想
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
測
定

し
、
ヒ
ー
ラ
ー
に
は
そ
の
間
の
15
分

間
、
気
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
伝
え

ま
し
た
。

ヒ
ー
ラ
ー
は
11
時
30
分
か
ら
11
時
45

分
ま
で
気
を
送
っ
た
と
後
か
ら
聞
き
ま

し
た
が
、
図
を
見
る
と
私
の
脳
波
の
リ

ス
ポ
ン
ス
時
間
が
気
を
送
ら
れ
た
時
間

と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
ま
す
。

後
日
ヒ
ー
ラ
ー
の
方
が
上
京
さ
れ
た

と
き
、
お
会
い
し
て
す
ぐ
脳
波
を
測
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
と
ヒ
ー

ラ
ー
の
左
脳
の
脳
波
を
同
時
測
定
し
ま

し
た
。
左
図
の
よ
う
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を

前
半
と
後
半
行
い
ま
し
た
。
こ
の
図
で

7
・
8
ヘ
ル
ツ
で
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
き
れ

い
に
位
相
が
揃
う
と
い
う
こ
と
は
、
気

が
合
う
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
て
、
4
種
類
の

脳
波
を
増
幅
し
て
表
示
し
た
と
こ
ろ

（
左
図
の
右
側
の
棒
グ
ラ
フ
）、
や
は
り

バ
ン
ア
レ
ン
帯
の
電
磁
波
と
同
じ
周
波

数
で
や
り
取
り
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

4
種
類
の
脳
波
の
周
波
数
は
、
Ｆ
1

：
7
・
8
Ｈ
ｚ
、
Ｆ
2
：
13
・
6
Ｈ
ｚ
、

Ｆ
3
：
19
・
8
Ｈ
ｚ
、
Ｆ
4
：
25
・
4

Ｈ
ｚ
で
す
。

左
図
（
上
が
私
の
脳
波
、
下
が
ヒ
ー

ラ
ー
の
脳
波
）
を
見
ま
す
と
、
7
・
8

Ｈ
ｚ
の
ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ
波
で
共
鳴
す

る
こ
と
は
以
前
か
ら
分
か
っ
て
い
ま
し

た
が
、
私
の
他
の
3
つ
の
周
波
数
で
も

ピ
ー
ク
が
出
て
お
り
ま
す
。
要
す
る
に

脳
波
が
共
鳴
し
て
い
る
の
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
方
へ
の
遠
隔
ヒ
ー
リ
ン
グ
が
こ

う
い
う
形
で
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
ヒ
ー
ラ
ー
の
方
が
帰
ら
れ
て

か
ら
私
の
脳
波
を
測
定
し
て
も
こ
の
ピ

ー
ク
は
出
ま
せ
ん
。

札
幌
に
お
住
ま
い
の
遠
隔
ヒ
ー
リ
ン

グ
や
遠
隔
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
得
意
な
方

に
自
宅
に
い
る
私
に
パ
ワ
ー
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
、
と
お
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清
田
益
章
氏
と
は
40
年
近
い
お
付
き

合
い
で
す
が
、
最
近
は
ス
プ
ー
ン
曲
げ

と
い
う
よ
り
、
ス
プ
ー
ン
の
頭
を
し
ば

ら
く
持
っ
て
い
る
と
、
首
の
所
に
亀
裂

が
入
り
ち
ょ
っ
と
振
る
だ
け
で
柄
が
落

ち
る
の
で
す
。

（
動
画
再
生
）

そ
の
と
き
の
脳
波
を
測
り
ま
し
た
。

閉
眼
安
静
状
態
で
全
体
的
に
右
脳
の

方
が
左
脳
よ
り
パ
ワ
ー
が
強
く
出
ま

す
。
そ
し
て
7
・
8
ヘ
ル
ツ
の
ピ
ー
ク

が
非
常
に
高
く
、
そ
の
他
の
3
つ
の
周

波
数
も
高
く
な
り
ま
す
。

清
田
氏
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て

い
る
そ
の
場
に
い
る
と
、
多
分
参
加
者

の
全
身
の
細
胞
は
影
響
を
受
け
る
と
思

い
ま
す
。

私
も
7
年
前
に
こ
ぶ
し
大
の
大
腸
ガ

ン
が
で
き
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
消
え
た

の
は
彼
の
影
響
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
六
九
回
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
研
究
集
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

の
報
告

―
宇
宙
人
と
の
遭
遇
―

	

講
師　

徳
授
院 

愛 

氏

日
時	

令
和
4
年
9
月
17
日（
土
）

会
場	

ま
つ
む
し
音
楽
堂

徳
授
院
講
師
は
、
通
常
目
に
見
え
な

い
も
の
が
見
え
る
と
い
う
特
異
な
体
質

の
た
め
に
幼
少
時
か
ら
多
く
の
苦
労
を

背
負
っ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
霊
視
と

現
実
が
交
叉
し
た
職
場
で
の
体
験
を
経

て
現
在
は
エ
ス
テ
、
整
体
師
と
し
て
自

立
、
ご
活
躍
で
す
。
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
で
は
、
と
く
に
「
宇
宙
人
と
の
遭

遇
」
に
つ
い
て
お
話
し
を
伺
う
た
め

9
／
17（
土
）の
研
究
集
会
に
お
招
き
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

講
座
と
な
り
ま
す
が
文
字
に
よ
る
質
疑

応
答
は
可
能
で
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は

本
会
会
長
、
和
田
高
幸（
元
産
経
新
聞

記
者
、「
未
知
の
彼
方
へ
」・
神
秘
の
Ｕ

Ｆ
Ｏ
写
真
集
の
著
者
）が
担
当
し
ま
す
。

*

資
料
と
し
て
体
験
レ
ポ
ー
ト
（
全
文
）

を
添
付
い
た
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。私

は
母
が
霊
能
者
、
父
が
サ
イ
キ
ッ

カ
ー
（
千
里
眼
）
の
元
に
生
ま
れ
た
せ

い
か
、
家
族
全
員
が
普
通
の
人
に
は
見

え
て
い
な
い
モ
ノ
が
見
え
て
い
る
と
言

う
状
況
が
当
た
り
前
の
生
活
を
送
っ
て

い
た
の
で
、
見
え
て
い
な
い
生
活
が
ど

ん
な
感
じ
な
の
か
を
知
ら
ず
に
過
ご
し

て
来
ま
し
た
。
人
と
見
え
て
い
る
世
界

が
違
う
？
と
い
う
事
を
知
っ
た
の
は
、

20
歳
の
時
で
す
。

当
時
私
は
、
あ
る
大
手
電
機
メ
ー
カ

ー
に
勤
め
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
場

所
は
霊
道
と
言
わ
れ
る
、
霊
の
通
り
道

に
な
っ
て
お
り
、
兵
隊
さ
ん
や
お
侍
さ

ん
な
ど
色
ん
な
方
が
通
る
場
所
で
、
あ

る
時
間
に
な
る
と
、
い
つ
も
私
の
横
を

お
侍
さ
ん
御
一
行
が
通
り
す
ぎ
る
の
で

す
。私

は
営
業
部
門
に
お
り
ま
し
た
の
で
、

フ
ロ
ア
に
は
セ
ー
ル
ス
の
方
達
の
机
な

ど
が
沢
山
あ
っ
て
、
通
り
を
塞
い
で
い

た
の
で
す
。（
色
ん
な
人
が
通
る
の
に
、

何
で
通
り
道
を
塞
い
で
い
る
の
だ
ろ

う
？
こ
ん
な
事
を
し
て
い
た
ら
、
邪
魔

に
な
っ
て
怪
我
す
る
の
に
な
ぁ
？
）と
思

い
な
が
ら
、
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、

あ
る
日
、
お
侍
さ
ん
の
御
一
行
に
業
務

を
し
て
い
る
皆
の
前
で
、
私
は
椅
子
ご

と
突
き
飛
ば
さ
れ
て
、
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ

ス
ト
の
様
な
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

上
司
が
ビ
ッ
ク
リ
し
て
「
今
の
出
来

事
は
何
だ
っ
た
の
か
？
」
と
、
聞
か
れ

た
の
で
「
此
処
は
お
侍
さ
ん
の
通
り
道

な
の
で
、
此
処
を
机
な
ど
で
塞
い
で
る

と
、
こ
の
筋
に
座
っ
て
る
人
達
が
怪
我

を
し
た
り
病
気
に
な
り
ま
す
よ
」
と
、

言
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
取
り
合

っ
て
貰
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
が
経
つ
内
に
私
が
言
っ
た
と
お

り
、
そ
の
筋
に
座
っ
て
い
た
セ
ー
ル
ス

マ
ン
達
の
身
に
、
次
々
と
体
調
の
変
化

が
起
こ
り
、
営
業
に
大
き
く
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
る
迄
に
発
展
し
ま
し
た
。

上
司
は
私
の
言
っ
て
い
た
事
を
上
層

部
に
相
談
し
た
の
で
し
ょ
う
。
私
は
当

時
の
事
業
部
長
に
呼
ば
れ
、
対
策
は
ど

の
様
に
し
た
ら
良
い
の
か
と
尋
ね
ら
れ

清
田
益
章
氏
と
は

年
近
い
お
付
き

40

合
い
で
す
が
、
最
近
は
ス
プ
ー
ン
曲
げ

と
い
う
よ
り
、
ス
プ
ー
ン
の
頭
を
し
ば

ら
く
持
っ
て
い
る
と
、
首
の
所
に
亀
裂

が
入
り
ち
ょ
っ
と
振
る
だ
け
で
柄
が
落

ち
る
の
で
す
。

（
動
画
再
生
）

そ
の
と
き
の
脳
波
を
測
り
ま
し
た
。

閉
眼
安
静
状
態
で
全
体
的
に
右
脳
の

方
が
左
脳
よ
り
パ
ワ
ー
が
強
く
出
ま
す
。

そ
し
て
７
・
８
ヘ
ル
ツ
の
ピ
ー
ク
が
非

常
に
高
く
、
そ
の
他
の
３
つ
の
周
波
数

も
高
く
な
り
ま
す
。

清
田
氏
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て

い
る
そ
の
場
に
い
る
と
、
多
分
参
加
者

の
全
身
の
細
胞
は
影
響
を
受
け
る
と
思

い
ま
す
。

私
も
７
年
前
に
こ
ぶ
し
大
の
大
腸
ガ

ン
が
で
き
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
消
え
た

の
は
彼
の
影
響
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

◆

◆

第
四
六
九
回
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
研
究
集
会(

オ
ン
ラ
イ
ン)

の
報
告

―
宇
宙
人
と
の
遭
遇
―

講
師

徳
授
院

愛

氏

日
時

令
和
４
年
９
月

日(
土)

17

会
場

ま
つ
む
し
音
楽
堂

徳
授
院
講
師
は
、
通
常
目
に
見
え
な

い
も
の
が
見
え
る
と
い
う
特
異
な
体
質

の
た
め
に
幼
少
時
か
ら
多
く
の
苦
労
を

背
負
っ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
霊
視
と

現
実
が
交
叉
し
た
職
場
で
の
体
験
を
経

て
現
在
は
エ
ス
テ
、
整
体
師
と
し
て
自

立
、
ご
活
躍
で
す
。
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
で
は
、
と
く
に
「
宇
宙
人
と
の
遭

遇
」
に
つ
い
て
お
話
し
を
伺
う
た
め
９

／

(

土)

の
研
究
集
会
に
お
招
き
す
る

17
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
と
な
り
ま
す
が
文
字
に
よ
る
質
疑
応

答
は
可
能
で
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
本

会
会
長
、
和
田
高
幸
（
元
産
経
新
聞
記

者
、
「
未
知
の
彼
方
へ
」
・
神
秘
の
Ｕ
Ｆ

Ｏ
写
真
集
の
著
者
）
が
担
当
し
ま
す
。

*

資
料
と
し
て
体
験
レ
ポ
ー
ト
（
全
文
）

を
添
付
い
た
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。私

は
母
が
霊
能
者
、
父
が
サ
イ
キ
ッ

カ
ー
（
千
里
眼
）
の
元
に
生
ま
れ
た
せ

い
か
、
家
族
全
員
が
普
通
の
人
に
は
見

え
て
い
な
い
モ
ノ
が
見
え
て
い
る
と
言

う
状
況
が
当
た
り
前
の
生
活
を
送
っ
て

い
た
の
で
、
見
え
て
い
な
い
生
活
が
ど

ん
な
感
じ
な
の
か
を
知
ら
ず
に
過
ご
し

て
来
ま
し
た
。
人
と
見
え
て
い
る
世
界

が
違
う
？
と
い
う
事
を
知
っ
た
の
は
、

歳
の
時
で
す
。

20
当
時
私
は
、
あ
る
大
手
電
機
メ
ー
カ

ー
に
勤
め
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
場

所
は
霊
道
と
言
わ
れ
る
、
霊
の
通
り
道

に
な
っ
て
お
り
、
兵
隊
さ
ん
や
お
侍
さ

ん
な
ど
色
ん
な
方
が
通
る
場
所
で
、
あ

る
時
間
に
な
る
と
、
い
つ
も
私
の
横
を

お
侍
さ
ん
御
一
行
が
通
り
す
ぎ
る
の
で

す
。私

は
営
業
部
門
に
お
り
ま
し
た
の
で
、

フ
ロ
ア
に
は
セ
ー
ル
ス
の
方
達
の
机
な

ど
が
沢
山
あ
っ
て
、
通
り
を
塞
い
で
い

た
の
で
す
。
（
色
ん
な
人
が
通
る
の
に
、

何
で
通
り
道
を
塞
い
で
い
る
の
だ
ろ

う
？
こ
ん
な
事
を
し
て
い
た
ら
、
邪
魔

に
な
っ
て
怪
我
す
る
の
に
な
ぁ
？
）
と

思
い
な
が
ら
、
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、

あ
る
日
、
お
侍
さ
ん
の
御
一
行
に
業
務

を
し
て
い
る
皆
の
前
で
、
私
は
椅
子
ご

と
突
き
飛
ば
さ
れ
て
、
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ

ス
ト
の
様
な
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

上
司
が
ビ
ッ
ク
リ
し
て
「
今
の
出
来

事
は
何
だ
っ
た
の
か
？
」
と
、
聞
か
れ

た
の
で
「
此
処
は
お
侍
さ
ん
の
通
り
道

な
の
で
、
此
処
を
机
な
ど
で
塞
い
で
る

と
、
こ
の
筋
に
座
っ
て
る
人
達
が
怪
我

を
し
た
り
病
気
に
な
り
ま
す
よ
」
と
、

言
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
取
り
合

っ
て
貰
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
が
経
つ
内
に
私
が
言
っ
た
と
お
り
、

そ
の
筋
に
座
っ
て
い
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン

達
の
身
に
、
次
々
と
体
調
の
変
化
が
起

こ
り
、
営
業
に
大
き
く
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
迄
に
発
展
し
ま
し
た
。

上
司
は
私
の
言
っ
て
い
た
事
を
上
層

部
に
相
談
し
た
の
で
し
ょ
う
。
私
は
当

時
の
事
業
部
長
に
呼
ば
れ
、
対
策
は
ど

の
様
に
し
た
ら
良
い
の
か
と
尋
ね
ら
れ



9

ま
し
た
の
で
、
土
地
建
物
の
ご
祈
祷
を

勧
め
た
所
、
Ｇ
Ｗ
に
出
雲
大
社
か
ら
宮

司
を
呼
ん
で
、
大
掛
か
り
な
ご
祈
祷
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
何
も
無

か
っ
た
か
の
様
に
事
は
収
束
し
ま
し
た
。

そ
の
当
時
、
同
期
だ
っ
た
友
人
に
は

日
頃
か
ら
、
自
分
が
見
え
て
い
る
事
を

普
通
に
話
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の

友
人
の
お
父
さ
ん
は
実
は
本
を
書
い
て

い
た
程
の
霊
能
者
で
し
た
。

当
時
は
今
の
様
に
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
」
は
、
ま
だ
理
解
さ
れ
て
い
な
い
状

況
で
し
た
の
で
、
友
人
は
お
父
さ
ん
が

霊
能
者
で
あ
る
事
は
秘
密
に
し
て
い
た

の
で
す
が
、
私
の
事
を
お
父
さ
ん
に
相

談
し
て
い
た
様
で
す
。
そ
の
事
件
が
あ

っ
た
事
で
、
友
人
は
私
の
身
を
案
じ
、

そ
の
お
父
さ
ん
に
会
う
事
に
な
り
ま
し

た
。会

っ
た
時
、
色
ん
な
写
真
を
見
せ
ら

れ
て
「
此
処
に
何
が
写
っ
て
い
る
か

な
？
」
と
聞
か
れ
た
私
は
、
見
え
る
ま

ま
を
答
え
た
の
で
す
が
、
お
父
さ
ん
が

「
自
分
が
他
の
人
に
は
見
え
て
い
な
い

モ
ノ
が
視
え
て
い
る
事
を
分
か
っ
て
い

る
か
？
」
と
色
々
な
説
明
を
受
け
、
初

め
て
、
自
分
が
今
ま
で
普
通
に
視
え
て

い
た
モ
ノ
が
他
の
人
に
は
視
え
て
い
な

い
世
界
だ
っ
た
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

「
こ
の
子
は
、
こ
の
ま
ま
だ
と
、
こ

れ
か
ら
の
世
の
中
を
生
き
に
く
い
だ
ろ

う
」
と
い
う
事
で
当
時
か
ら
、
霊
能
者

と
し
て
人
助
け
を
し
て
い
た
友
人
の
お

父
さ
ん
の
元
で
修
行
を
さ
せ
て
頂
く
事

に
な
り
ま
し
た
。

思
い
返
せ
ば
、
小
学
生
の
頃
「
嘘
つ

き
」
と
言
わ
れ
、
イ
ジ
メ
に
遭
っ
て
い

た「
嘘
つ
き
」と
言
う
内
容
は
、
他
の
子

に
は
視
え
て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
、
こ

の
時
に
や
っ
と
理
解
出
来
た
訳
で
す
。

霊
能
者
の
お
父
さ
ん
は
、
真
言
密
教
の

先
達
も
さ
れ
て
お
り
、
ご
自
宅
に
は
大

き
な
、
お
不
動
様
を
お
祀
り
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
私
も
小
さ
な
お
不
動
様
を
祀

ら
せ
て
も
ら
い
、
加
持
祈
祷
の
方
法
や

除
霊
、
浄
霊
、
土
地
神
さ
ま
の
出
し
方

な
ど
、
本
当
に
様
々
な
事
を
教
え
て
頂

き
ま
し
た
。

修
行
中
、
苦
労
？
か
ど
う
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
体
調
の
悪
い
人
が
来
る

と
事
前
に
私
の
体
に
異
変
が
起
こ
り
、

依
頼
者
の
代
わ
り
に
、
噴
水
の
様
に
リ

バ
ー
ス
し
た
り
、
寝
込
ん
だ
り
、
妙
に

悲
し
く
な
っ
た
り
す
る
事
が
あ
り
、
そ

の
事
が
有
る
と
依
頼
者
の
体
調
や
精
神

状
態
が
好
転
す
る
と
言
う
事
が
数
年
続

い
た
事
が
あ
り
ま
す
。

霊
能
者
の
お
父
さ
ん
曰
く
、
当
時
の

私
の
体
質
が
、
相
談
者
の
悪
い
モ
ノ
を

自
分
の
体
に
取
り
込
ん
で
、
浄
化
す
る

と
言
う
タ
イ
プ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
修

行
の
お
陰
で
図
太
く
な
っ
た
せ
い
か
？

今
で
は
そ
の
様
な
事
は
起
こ
り
ま
せ

ん
。（
笑
）

私
が
35
歳
の
時
に
、
霊
能
者
の
お
父

さ
ん
が
倒
れ
ら
れ
、
何
と
か
助
け
た
い

一
心
で
ご
縁
を
頂
い
た
の
が
、
神
さ
ま

事
の
先
生
で
し
た
。
初
め
て
お
会
い
し

た
時
、「
あ
ん
た
な
、
仏
さ
ん
の
修
行
は

終
わ
り
や
、
こ
れ
か
ら
は
神
さ
ん
の
修

行
を
し
な
さ
い
」
と
い
き
な
り
言
わ
れ
、

当
時
、
仏
さ
ん
？
神
さ
ん
？
の
違
い
も

よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
そ
の
方
の
元

で
神
様
修
行
を
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

神
さ
ま
修
行
を
10
年
程
続
け
て
い
た

頃
、
あ
る
組
織
が
先
生
の
元
に
来
た
事

で
、
突
然
、
私
は
神
さ
ま
修
行
を
卒
業

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
25
年
に
渡

り
、
神
仏
の
修
行
に
携
わ
っ
て
突
然
目

標
を
失
い
ま
し
た
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

な
事
で
脅
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

神
仏
と
は
？
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
と

は
？
と
は
何
だ
ろ
う
？
と
思
っ
て
い
た

頃
今
か
ら
、
10
年
程
前
で
す
。

そ
の
頃
か
ら
で
す
。
自
宅
で
寝
て
い

る
と
、
妙
に
暑
く
寝
て
い
る
横
で
、
大

き
な
タ
イ
ヤ
の
様
な
モ
ノ
が
グ
ル
グ
ル

回
っ
て
い
て
、
恐
く
て
薄
め
目
を
開
け

る
と
大
き
な
目
が
時
々
見
え
る
。
そ
れ

が
龍
で
し
た
。

あ
る
時
、
寝
て
い
た
ら
目
を
閉
じ
て

い
る
の
に
、
突
然
ピ
カ
っ
と
眩
し
く

て
、
目
を
開
け
た
ら
、
カ
ー
テ
ン
の
隙

間
か
ら
一
筋
の
光
が
出
て
い
て
、
そ
れ

が
眉
間
に
当
た
っ
て
い
た
の
で
す
。
カ

ー
テ
ン
を
開
け
る
と
、
大
き
な
満
月
に

見
え
た
の
で
す
が
、
私
は
視
力
が
０
・

０
１
な
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
Ｕ
Ｆ
Ｏ

だ
っ
た
の
か
も
？
と
思
い
ま
す
。

そ
の
辺
り
か
ら
、
寝
て
い
る
と
緑
色

の
50
セ
ン
チ
く
ら
い
？
の
宇
宙
人
？
小

人
？
が
部
屋
に
現
れ
た
り
（
怖
く
て
薄

目
開
け
て
、
身
動
き
取
れ
ま
せ
ん
で
し

た
）
今
で
も
、
夢
だ
っ
た
の
か
？
ハ
ッ

キ
リ
し
ま
せ
ん
が
・
・
・
。

そ
の
数
ヶ
月
後
、
寝
て
い
る
時
に
、

又
、
眩
し
い
光
で
目
を
開
け
る
と
、
自

分
は
幽
体
離
脱
し
た
状
態
で
ベ
ッ
ド
か

ら
起
き
上
が
っ
て
お
り
、
目
の
前
に
ホ

ロ
グ
ラ
ム
に
浮
か
ぶ
3
人
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
方
達
は
、
不
思
議
と
怖
く
な
く

て
、
直
ぐ
に
宇
宙
人
だ
と
分
か
っ
た
の

で
す
が
、
身
動
き
も
取
れ
な
い
し
、
宇

宙
語
も
分
か
ら
な
い
の
で
、
ど
う
し
よ

う
？
と
思
っ
て
い
た
ら
、
急
に
頭
の
中

を
広
が
る
様
に
、
感
情
？
言
葉
？
が
伝

わ
っ
て
来
ま
し
た
。（
安
心
し
て
下
さ
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い
。
あ
な
た
に
危
害
を
加
え
る
つ
も
り

で
来
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）と
。

ボ
ー
然
と
し
て
い
る
私
に
、
そ
の
中

の
一
人
（
男
性
ぽ
い
）
が
、
私
に
ス
ー

ッ
と
近
付
い
て
来
て
、
私
の
身
体
を
す

り
抜
け
て
来
た
の
で
す
。
す
り
抜
け
た

瞬
間
、
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
て
い
る
、

私
の
肉
体
が
上
下
に
リ
バ
ウ
ン
ド
し
ま

し
た
。
余
り
の
突
然
の
事
に
、
声
も
出

ず
、
驚
き
も
束
の
間
、
も
う
一
人
が
近

付
い
て
来
ま
し
た
。

恐
怖
で
気
を
失
っ
た
の
か
？
気
が
つ

い
た
時
は
朝
で
し
た
。
た
だ
、
記
憶
は

鮮
明
で
身
体
を
す
り
抜
け
ら
れ
た
瞬
間

の
生
々
し
い
感
触
も
今
で
も
ハ
ッ
キ
リ

と
憶
え
て
い
て
。
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

と
・
・
・
。

そ
こ
か
ら
、
一
週
間
程
経
過
し
た
あ

る
日
、
目
覚
め
た
時
に
（
あ
れ
？
世
界

が
変
わ
っ
た
？
）
と
。
周
り
は
何
も
変

わ
っ
て
は
い
な
い
の
で
す
が
、
何
故

か
、
妙
に
そ
う
感
じ
ま
し
た
。

不
思
議
な
体
験
を
し
て
、
大
き
く
変

わ
っ
た
事
は
、
感
情
の
変
化
が
無
く
な

っ
た
こ
と
で
す
。
フ
ラ
ッ
ト
に
な
っ
た

と
言
う
か
、
ク
ー
ル
に
な
っ
た
と
言
う

の
で
し
ょ
う
か
？
天
変
地
異
を
感
じ
た

り
、
神
仏
修
行
し
て
い
た
頃
と
は
違
う

世
界
観
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
、
宇
宙
人
遭
遇
体
験
し
て
一
番

ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
る
こ
と
は
、
主
人
が

入
れ
替
わ
っ
た
の
か
？
別
世
界
に
来
た

の
か
？
と
言
う
位
、
主
人
が
変
わ
っ
た

事
で
す
。（
笑
）

仕
事
は
、
自
分
の
能
力
（
特
技
）
を

活
か
し
て
、
エ
ス
テ
と
整
体
を
や
っ
て

お
り
ま
す
。
口
コ
ミ
の
み
で
、
色
ん
な

方
の
ご
相
談
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
繋
が
っ
て
い
る

の
か
？
来
て
く
れ
て
い
る
の
が
分
か
る

様
に
な
っ
て
、
毎
日
の
様
に
観
ま
す
。

こ
の
広
い
銀
河
系
で
沢
山
の
星
が
あ

る
の
で
、
地
球
外
知
的
生
命
体
は
沢
山

存
在
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
地

球
と
言
う
一
つ
の
惑
星
で
す
ら
、
色
ん

な
人
種
や
考
え
方
が
い
る
の
で
、
勿

論
、
地
球
外
知
的
生
命
体
の
中
に
は
、

地
球
人
に
対
し
て
友
好
的
で
な
い
人
種

も
存
在
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
・
・
・
。

少
な
く
と
も
、
私
が
体
験
し
た
事
は

地
球
人
に
対
し
て
友
好
的
な
存
在
で
有

っ
た
の
で
は
？
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

交
信
し
出
来
た
ら
な
ぁ
と
思
う
日
々
で

す
。最

近
の
活
動
で
、
地
球
の
異
常
気
象

に
伴
い
、
薬
草
、
野
草
の
使
い
方
を
知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
皆
に
伝
え
て
い
ま

す
。そ

れ
と
、
一
般
に
表
に
公
開
出
来
な

い
様
な
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
動
画
を
撮
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
観
た
後
、
車

を
当
て
ら
れ
た
の
で
す
け
ど
、
そ
の
時

も
、
不
思
議
な
事
が
有
り
ま
し
た
。
宇

宙
人
と
遭
遇
体
験
を
し
た
後
、
実
家
の

母
に
会
っ
た
時
に
、
母
が
私
を
見
て
、

「
横
に
居
て
る
銀
色
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た

方
は
、
ど
な
た
？
」
と
言
わ
れ
て
、
ビ

ッ
ク
リ
し
た
事
も
あ
り
ま
す
。

当
時
、
母
は
88
歳
で
し
た
が
、
母
も

オ
レ
ン
ジ
色
に
光
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
来
た
！

と
言
っ
て
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
12

月
14
日
の
午
後
17
時
50
分
過
ぎ
頃
。
ス

タ
ー
ゲ
ー
ト
？
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
を
見
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
。

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

サ
イ
の
広
場
第
３
号（
1
9
8
5
年

４
月
発
行
）ア
ー
カ
イ
ブ

イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ガ
紀
行
Ⅱ

	

　
　
　

実
藤　

遠

仏
教
に
も
正
法
・
像
法
・
末
法
の
思

想
が
あ
り
、
聖
書
や
黙
示
録
に
も
終
末

論
が
あ
る
。
た
し
か
に
21
世
紀
を
前
に

し
た
一
九
八
○
年
代
は
歴
史
の
大
き
な

転
換
期
で
あ
る
こ
と
を
、
多
く
の
人
が

認
識
し
て
い
る
。
た
だ
し
人
類
の
三
分

の
二
は
滅
亡
し
、
あ
と
は
助
か
る
と
い

う
よ
う
な
世
界
観
に
は
全
く
反
対
で
あ

る
。
す
べ
て
の
人
が
明
る
い
21
世
紀
を

迎
え
る
方
法
こ
そ
が
今
こ
そ
望
ま
れ
る

の
で
あ
る
。
社
会
や
歴
史
や
文
明
に
も

誕
生
→
生
成
・
発
展
→
老
衰
→
死
滅
の

サ
イ
ク
ル
は
厳
然
と
存
在
し
て
い
て
、

こ
の
法
則
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
人
で
も
多
く
の
人
が「
本
当
の
自
分

と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
、

実
は
肉
体
で
は
な
く
平
和
な
魂
と
し
て

の
自
分
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
、

ま
た
こ
の
よ
う
な
世
界
観
が
確
立
し
た

と
き
に
は
、
平
和
な
21
世
紀
を
皆
で
迎

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
こ

の
歴
史
観
は
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

人
間
は
あ
る
種
の
鉱
物
状
態
（
物
質

状
態
で
生
命
力
も
感
情
も
潜
在
状
態
）

→
植
物
状
態
（
生
命
力
が
顕
在
化
）
→

動
物
状
態
（
さ
ら
に
感
情
が
開
花
）
→

物
質
・
生
命
力
・
感
情
・
自
我
に
め
ざ

め
た
人
類
と
し
て
進
化
し
て
き
た
。
次

の
時
代
は
現
在
超
感
覚
と
か
超
能
力
と

い
わ
れ
て
い
る
も
ろ
も
ろ
の
資
質
が
顕

在
化
す
る
時
代
で
あ
る
。
こ
の
と
き
人

間
は
過
去
、
現
在
、
未
来
の
自
分
が
は

っ
き
り
と
わ
か
り
、
死
の
恐
れ
な
ど
も

な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
サ
イ
科
学
で
い
う
未
知
の
エ
ネ
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ル
ギ
ー
と
は
肉
体
や
物
質
と
ハ
ー
モ
ニ

ー
し
て
い
る
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の

を
生
命
あ
る
も
の
と
さ
せ
て
い
る
、
高

次
元
の
世
界
と
直
結
し
て
い
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
。
現
在
の
科
学
で
も
「
生

体
プ
ラ
ズ
マ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
っ

て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。

サ
イ
科
学
は
決
し
て
現
在
の
科
学
と

対
立
し
た
り
否
定
し
た
り
す
る
も
の
で

は
な
い
。
現
在
の
科
学
で
は
わ
か
ら
な

い
未
知
の
も
の
は
無
数
に
あ
る
。
事
実

サ
イ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
未
知
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
い
っ
て
い
る
。
未
知
と
い
う
こ
と

は
何
ら
か
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
現
象
が
あ
る

か
ら
こ
う
い
う
の
で
あ
る
。

現
在
の
多
く
の
科
学
者
の
と
っ
て
い

る
態
度
、
物
質
現
象
以
外
は
認
め
な
い

と
い
う
態
度
は
も
ち
ろ
ん
転
換
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
最
近
い
わ

れ
だ
し
た
ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
は
、

物
質
と
と
も
に
意
識
を
研
究
対
象
に
と

り
あ
げ
、
全
体
と
部
分
と
の
統
合
の
観

点
か
ら
万
物
を
み
よ
う
と
し
て
い
る
。

サ
イ
科
学
も
不
可
視
な
も
の
で
あ
ろ

う
と
未
知
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
現
象

が
存
在
す
る
限
り
何
で
も
究
明
し
て
い

く
態
度
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
代

科
学
の
否
定
で
は
な
く
、
科
学
の
発
展

で
あ
り
進
化
で
あ
り
、
質
的
な
拡
張
な

の
で
あ
る
。

今
回
学
習
し
た
イ
ン
ド
の
ラ
ー
ジ

ャ
・
ヨ
ー
ガ
の
理
論
や
知
識
を
、
サ
イ

科
学
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
、
昨

年
習
っ
て
き
た
気
功
と
の
関
係
か
ら
み

る
こ
と
、
さ
ら
に
他
の
ヨ
ー
ガ
や
瞑
想

法
か
ら
検
討
す
る
こ
と
等
は
今
後
に
残

さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。
紙
面
の
都
合

上
、
お
よ
び
私
の
時
間
的
理
由
（
ま
だ

十
分
に
考
え
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
）

等
か
ら
今
回
は
紹
介
に
止
め
て
お
く
こ

と
に
し
た
。
改
め
て
総
合
的
に
考
察
し

て
み
る
考
え
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

ク
ン
ダ
リ
ニ
と
ア
ル
タ
・
メ
ー
ジ
ュ
ア

ヨ
ー
ガ
で
い
う
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
は
脊

柱
基
部
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア

ル
タ
・
メ
ー
ジ
ュ
ア
（A

lta M
ajor

）

は
脊
柱
頭
部
に
あ
る
。
ク
ン
ダ
リ
ニ

（K
undalini

）
も
、
ア
ル
タ
・
メ
ー
ジ

ュ
ア
も
と
も
に
、
エ
ー
テ
ル
体
の
中
の

力
の
渦
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
力
の
渦
は

エ
ー
テ
ル
体
に
お
け
る
両
極
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｋ
は
、
エ
ー
テ
ル
体
内
の

プ
ラ
ナ
が
尾
状
核
付
近
で
電
気
的
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
っ
た
後
、
ア
ル
タ
・
メ
ー

ジ
ュ
ア
か
ら
発
す
る
も
の
ら
し
い
。

（
完
）

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

時の過度の戻り、これ等は通常の力学変形に
は無い現象である。

つぎに硬さ変化をみる。熱的には最も安定
な焼き鈍し材にサイ（気）を作用させると、
より柔らかになる。これは、サイ（気）が極
小粒【光子対】なので結晶粒内の原子を素通
りして結晶粒界に達し、結晶粒界にあるヒズ
ミを緩和することによるのだろう。このこと
は、応力ヒズミ曲線にも現われてる。つまり、
変化曲線のサイ（気）による異常性にも、同
一現象（軟化、硬化）が現れている。このこ
とは、さらに破断面にも表れている。つまり
小範囲の切断面内に延性波面（デンプル）と
脆性破面（ブリットル）が多数表われている。
以上、サイ（気）を作用させたときの多結晶
材料に現れる異常性は、サイ（気）が極小粒
であること、ならびにサイ（気）自体がヒズ
ミを除去する性質がある為であると判断でき
る。なお、この現象は、日本の少年たちの念
力の場合には「+30％【硬化】〜−30％（柔化）

程度」であった。

「念写と透視」現象は、1910年に福来友吉
博士によって発見された。先生は、「念」は
願いをもったエネルギーとして時間や空間を
超えて宇宙全体に広く充満していると主張し
た。つまり意識の一部は体外に放出されて、

「念」として機能している。量子脳理論で著
名なロジャー・ベンローズ（英、1931〜現在）
は、2020年度のノーベル物理学賞を受けた。
そして、「意識は原子の振舞いや時空の中に、
すでに存在している」と説明した。これは、
福来説を理論的に確認したものとも受け取れ
る。著者らは、2021年に意識（ＡＳＣ下）と
物質の関係を提案した（次号参照）。

（注訳）本研究に先行して宮内力、福田豊、
両先生の「光湧き出し」実験がある（清田益
章氏対象）。お世話に成り、ご指導戴いた品
川次郎先生にお礼もうしあげます。



12

① 地震雲観測による予知：地下岩盤の圧電現
象により、大気に高電圧がかかり、地磁気
の中を帯電した水蒸気が風により、収縮す
る方向に集まり、上下に発散収縮の力が加
わり、これが大気層の水蒸気を特異な形の
雲にして、地震雲になるといわれている。
そして、この地震雲を観測することによ
り、地震の発生日と地域を予測できるとさ
れる。

② ラドン検出による予知：岐阜大学では、観
測システムによりラドンの検出調査をして
いる。放射線医学県民健康管理センター石
川徹夫博士は、1995年の兵庫県南部地震
前（以下、「阪神大震災」という）に、大気
中のラドン濃度に大きな変化が見られたこ
とから、今後、ラドンを測定することによ
り地震予知へ活用することが可能と述べて
いる。

③ ＦＭ電波の異常により予測する：上空の電
離層に異常が起こり、ＦＭ電波の到達距離
が異なることを利用して観測し予測する。

④ ナマズ等の魚が地電流を、ハト、カラス等
の鳥は磁力を感じることにより予知する：
地下岩盤に電圧が発生すると、地表に電流

が流れ地電流となるため、これを感じて
「ナマズが暴れる」「ヘビ、動物園のワニが
騒ぐ」「ミミズが地表に出てくる」等の特異
現象が起こると考えられている。
 また、ナマズが、電気感覚に特に敏感な能
力があるとされるのは、餌である小魚の捕
食と、縄張りに対抗するため同類のナマズ
の電位を感じる感覚が（浅野はナマズの電
気感覚が、10〜20ＨＺの電場に強く反応
するとしている）、他の魚類より鋭くなっ
ているためではないかとされている。
 この時、地下岩盤に電圧が発生すると異常
に磁場が発生することから、ハト、カラス
等の感磁能力の強い鳥は、逃げる、騒ぐと
いう状態になるとされている。この鳥、魚
の状態を見る、または観測することにより
地震発生を予測する。

⑤ 動物による予知：地盤構成岩石の花崗岩等
が、圧電効果により電気エネルギーを発生
させ、地中の岩石層から電磁波が発生す
る。そして、動物達はその電磁波を察知し
地震を予知するのではないかと考えられて
いる。（続く）

脳波の周波数を下げて変性意識状態（ＡＳ
Ｃ）になり、強く意念する。すると、超常現
象（念力、ＰＫ）が生起してくる。この時、
不思議な事に、「意識（念）が物質の作用を助
ける」という現象がおきてくる。もともと、
精神と物質は異質であって混ざり合うことは
無いはずである。

他方、「透視と念写」の原因は、陰陽サイｓ
ｐｉｎ対【光子】「略称：サイ（気）」の作用であ
ることが判明した（佐々木、佐藤，2018年）。
サイ（気）は、変性意識状態（ＡＳＣ）に入っ
た能力者から体外に放出され、意識体を形成
する。このサイ（気）が、物質としての「【光】
現象」ならびに「金属（鉄、アルミ）変形現象、

硬さ」に対して、どの様な変化を与えるかに
ついて、検討した。（物質としての）電磁波

（ＯＮ、ＯＦＦ）と、（意識体としての）「サイ
（気）」の関係をみる。電磁波とサイ（気）は
光の一種なので、相性が良い。両者の間には
単純な加算則が成立している。他方、一例と
して、金属を見る。金属の降伏点付近が念力

（ＰＫ）の発生点に相当し、力学変形に重畳
す る 状 態 で、 Ｐ Ｋ 変 形 が 進 行 し て い る。
0.07％Ｃ軟鋼板で、熱処理は真空中の焼き鈍
し。99 .99％Ａｌ,圧延材、真空中焼鈍材。何
れも多結晶体である（サイ科学、Vol. 1 ,No.2、
1976、等参照）。ＰＫ変形の特長は、階段状
変形のある事で、負荷時の階段状並びに除荷

意識が物質化して、物質の作用を助けている
佐々木 茂美

意識が物質化して、物質の作用を助けている
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また、ソ連のドワーロフ博士は、テレパシ
ーは脳から出る電磁波であると述べている。

鮭が、誕生した川へ回帰すると言うことに
ついては、現在の説明として生まれた川に帰
るのは「川の臭いで」と言われていているが、
多くの川の水の流入して混ぜられた海水の中
から、どうしてその川の水だけを選別できる
のか。

そして、鳩は磁気を感じる細胞の能力が高
く磁気を感じて、又、紫外線を見て、地形を
認識して巣に帰る等と言われるが、なぜ磁気
をも狂わせる電磁波の多いビル街の巣へ帰れ
るのか。

渡り鳥では、他のグループと連絡もしない
のに、時季、月日を同じく、しかも、遠い距
離の道を間違えず同一種族が一緒に移動して
いることについて、気温、風、太陽を見て、
果ては星を見て移動する等と説明がされてい
るが、渡り鳥達にそれだけの天文学の知力が
本当にあるのかと考えてしまう。

これらについて、本能だと一言でくくって
しまえば簡単だが、今の科学は一応、答えを
出しているように考えられるけれど、十分に
説明出来ないことが多くあり、先ほどの「大
霊の声で、高いところに巣を作りなさい。一
緒にこうしなさいと言われ、動物達が素直に
それに従い行動する」と解釈する方が、非科
学的のようだが分かり易い回答になるのでは
ないかと思われる。

幾つかの事例を挙げてみたが、動物達は生
活の中で生死が日常にあるため、火事、地震、
また敵の攻撃を未然に防ぐためのある種の能
力を必要とし、そして家族、種族のもとへ帰
り、子孫、種を増やしていく行為に必要とす
る人間から見たならば、超能力と言われるも
のを普通に持っているが、その能力は人間が
進化過程で遠い昔に忘れてしまっているもの
なのであろう。

次に、地震についての動物予知を含めた宏
観異常現象についてみると、地震国である我
が国は、地震の研究及び観測を実施している
が、冒頭に述べたように未だ地震の予知はさ
れていない。

だが昔から、「地震の発生する前に、ネズ
ミが居なくなった」「不思議なほど、魚が大

量に獲れた」「井戸の水が枯れた」「天空に、
異変が見られた」等の地震予知と思える伝承
があり、言い方を変えれば地震予知となるの
だが、これら事例については枚挙に遑が無
い。

そこで、宏観異常現象といえるものは地震
の予知としてはたして可能か、どうかについ
て、予知現象とされている動物の予知につい
ていくつか調査したものを報告する。

動物の地震予知1
過去に発生した世界の地震発生情報から、

動物がどのように地震を感じたかについてみ
てみると、その中で動物が地震を事前に予知
していたと思われる事柄が多いが、なぜ、地
震が発生する前に探知できたのか（動物が、
感じていたと思われる反応）、各地震例をあ
げて述べたい。地震は、一般的に地殻の上部
マントルのプレートにひずみが生じ地震波と
なり、大地に振動を起こすと考えられている
が、世界的に地震の予知は不可能とされ、メ
カニズムはまだ十分に解明されていない。

歴史的な地震発生の記録を見ると、416年
7月に奈良で発生したと日本書紀に書かれて
おり、これが史記に記載されている最初の記
録となる。

また、976年に京都中心に発生した地震は、
御所、寺社等の倒壊等被害甚大であったため
か、天禄から貞元に年号が改元されている。

規模では、1596年近畿地方で発生した地
震が、4万5千人以上の死者、伏見城天守閣、
方広寺大仏殿の倒壊をおこしている。

この様に、地震は大地が揺れる、損壊があ
るのはさることながら、多くの死者も伴うた
め、昔から恐れられている災害のため、地震
予知について、日本だけでなく、外国におい
ても、いろいろな角度から研究されていると
ころである。

次に、地震予知を証明するといわれるもの
について、各々研究されているところである
が、弘原海（わだつみ）清理学博士は、地震
前の犬が鳴く、猫が騒ぐ、月の色、又、雲が
異常等の宏観異常現象の調査研究を進めてい
き、地震前の動物の異常行動等を地震予知と
して活用すべきであると提言している。
主な宏観異常現象からの予知としては、
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者は国内外を問わず動物の地震予知について
は懐疑的であり、この分野における研究は充
分に進んでいないのが現状である。

次に、カラスが屋根で鳴くとその家の人が
亡くなるなど、人の死を予知すると言われて
いる人間の死の事前感知についての検証であ
るが、本来動物は夜行性であるから、我々人
間が太陽下で見えるカラーの世界（400〜800
ｎｍの範囲の可視光線）は必要なく、夜間の色
のモノトーンの色調として見え、しかし、そ
の見える視力等はかなり幅があるのではない
かと思われる。

例えば、猫、トラ等の視力は0.2程度であ
るが動体視力には優れていると言われてお
り、また夜行性だけに夜間の物体を見分ける
能力は人間よりは優れていることから、可視
光線の見える範囲は分かっている（遠紫外線
波長14〜400ｎｍ、赤外線波長800〜400 ,000ｎ
ｍ以上の範囲）以上に見ることのできる能力
が広く、そのため人間には見えない霊魂等

（霊魂の波長は不明）が見えるため、カラス、
犬、猫等の動物が異常な鳴き声を挙げたり、
行動をしたりする時に「人が死ぬ」と言われ
るのではないかと推定する。

ただ、この見えるという能力も人を含めた
動物が狩をし、生きていく上に必用とする能
力であり、動物からすれば通常の能力であっ
て、人間だけが太古には持っていた能力が退
化したため分からない、見えないというだけ
と思われるのではないかと考える。

霊能者Ｙ氏が以前話されたことだが、ア
リ、蜂、鳥等、巣作りの時には例年より高い
ところに巣作りをすることがあるが、その年
は必ず大雨などが降ることが多く、それは人
間の我々には分からないが昆虫、鳥などには
どこからともなく、大霊の声で「高いところ
に巣を作りなさい」と教えられるため、巣が
水没することなく、また低いところの巣作り
の年では地震などが多いと話されていた。

猫は、古来より人の心を読むためか、主人
が何ｋｍも離れていても、その場所が分かっ
ていると言われている。また、夜行性なので
独自の世界を持つような印象を与えていて、
江戸中期の「和漢三才図絵」では、10歳以上
の長寿の猫の尾が2股に裂けた猫股の怪猫と
なって、化けて災いをなし、暗がりで火花を

発したり、油をなめるなどの妖をなすと説明
されている。

さらに、葬式で死体を奪ったり、死体を躍
らせたり、犬、人を食ったりすると、林羅山
の「つれずれ草野槌」に書かれている。｢甲子
夜話｣ では、高木伯仙という医師がいて、あ
る夜、枕元で音がするので目を覚ますと、飼
い猫が首に手ぬぐいを下げ、立ち上がり、踊
っているので刀で斬ろうとすると逃げたと言
う。

これらの話が芝居にもなったりして、有名
になったので、以来、猫の飼い主は猫股にな
らないように尾を切ったり、子猫が生まれ尾
が長いのが居たら、それを捨て、短い尾の猫
だけを育てたので、和猫といわれる「短い尾
の猫」が種類として位置づけられるようにな
ったようだ。他に、三毛猫の雄は、船乗りが
船の守り神として特に大切にしているが、こ
れは、三毛猫に、ある種の船災害の予知能力
があり船を守るためかもしれない。

ネズミでは、予知能力があるからか家が火
事になる前には、ネズミが居なくなり、後で

「そうだったのか」と多く語られている。い
ずれにしても、人間からみれば動物達は皆不
思議な能力を持っていると思われている。

飼い犬、猫が飼い主の所へ戻ることについ
てだが、何キロも離れた飼い主のもとへ、何
日も、何年もかかって、帰ってくる例が数多
く報告されている。

これについての話は、国内、外国を問わず
多くあり、心情的にはいとおしく、うれしい
事例だが、帰ってくる理由は、飼い主とのテ
レパシー、臭い、体内磁石でなどと、こじつ
けて科学的っぽく説明されているが答え的に
は不明である。

犬、猫の帰巣本能では、飼い主とのテレパ
シーと考えられ、ニューサイエンティストで
は、動物が一種のマイクロ波により、交信す
るとしたテレパシーを使うとの説が掲載され
ている。

テレパシーについて、「人の思考を犬が受
け行動するのは、犬と（猫も同様だが）人間
との共有の感受性のようなものが働いてい
る。」とアメリカのギルバート博士は述べて
いる。
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と復旧・復興までの年数は想像をはるかに超
え、経済的損失は日本が立ち直れないほどの
ダメージを被るのではないかと推測するが、
政府はこの点については説明がされていな
い。

災害時では、早めに避難するための警戒警
報についてだが、警戒宣言とされ、「2日か
ら3日（または数時間）以内にマグニチュー
ド8程度の大地震が発生し、震度6弱以上の
揺れが発生する恐れがある」場合に、地震に
よる被害を軽減させる目的で内閣総理大臣が
発表するという。

東海地震予知情報は、この警戒宣言に伴っ
て発表され、東海地震注意情報とは東海地震
の前兆現象である可能性が高まった場合に発
表されることになっている。

ここで、太古を見てみると600万年前から
7900万年前にかけて、地球は傾いて少し横
倒しになり、また元に戻っていたことが、最
新の研究で明らかになったようだが、地球が
少し傾いただけでも、とてつもない大地震が
発生するはずで、この災害は世界規模だか
ら、今日このような現象が発生したら想像す
ら出来ない被害となることは必定である。

当時の地球は、およそ8400万年前に、地
球は今と比べて12度傾いていたというのだ
が、｢12度傾くということは、それと同じだ
け緯度に影響を与えていただろう｣ との論文
の共著者であるダートマス大学の地球生物学
者サラ・スロツニック（Sarah Slotznick）は、
Insiderに述べている。地球は、内部を粘度
の高い中心部を硬い外殻が包む球体であり、
中心部では半固体のマントルが、液体の外核
を取り巻いている形態になっていて、そこで
地球は5大陸と海からのプレートは、マント
ルの上で浮き草のような存在となっている。

そして、この最新研究では、8600万年前
から7900万年前に、地殻とマントルが、地
球外核の外縁に沿うように回転し、また元に
戻っていた。

つまり、地球全体が傾いたあと、再び元に
戻ったと述べている。であるから、プレート
の沈み込みが地球を傾かせるだけでなく、わ
ずかなプレートの動きでも地震を起こすこと
は想像に難くない。

毎年10月13日は、国連が定めた国際デー

「国際防災の日」で、世界各地では防災のた
めの啓発活動が展開されている。国連防災機
関（ＵＮＤＲＲ）は、世界気象機関（ＷＭＯ）
と合同で報告書を発表されるのだが、災害に
対する早期警報システムの適用範囲が限定的
であったり中程度であったりする国は、大幅
に適用を拡大した国に比べて、災害死亡率が
約8倍であると指摘される。日本では、台風
接近情報や地震速報、津波警戒情報、自治体
の避難情報などさまざまな早期警報システム
が重要な機能として位置づけられている。

だが、地震が○月○日○時頃発生するとい
うようなことについての、予想・予報はいま
だされていないのが実情である。

そこで、いわゆる科学的と言う従来のプレ
ートのみにこだわる研究でなく、宏観異常現
象を加味した地震研究を、もし行うのであれ
ば今よりもっと予想精度の高い地震予知が可
能になるのではないかとの考えから、筆者は
宏観異常現象について述べてみたい。

宏観異常現象
まず、動物のその特異な能力についてみる

と、数多く挙げることが出来るが、その幾つ
かを述べてみると、宏観異常現象からの地震
予知として、古来より地震の前にうなぎが暴
れる、犬猫が異常行動をしたあと地震が起こ
ったとされる現象についてだが、その地震予
知については多くの説が有る。

その説の一つは、地下岩盤を構成する花崗
岩等に圧力がかかり地震が起き、その時の圧
電効果により電気エネルギーを発生させ、地
表であれば地表に電流が流れ、他の魚類より
電位を感じる能力の高いうなぎ、ワニ等が反
応する。

地上においては、電磁波を生じることで、
カラス、ハトなどの感磁能力の高い鳥類、犬
猫等がその異常を感じ取ることにより地震を
予知するのではないかと考えられている。

ただ、これは人間から見た場合、予知して
いると解釈をすることになるが、動物達から
は、ただ普通に持っている能力で感じている
だけで、感じなければ生存していけないとい
う当然の能力であると解釈できる。

その能力について、科学的に研究している
組織もあるが、今日においても国内の地震学



最近、ネット等で大地震の予知、預言者の
説明等々を目にすることが多い。また、ＮＨ
Ｋでも大地震のシュミレーション映像を流
し、大地震が起きた時の被害状況等について
放送されているが、昔から地震、雷、火事、
何とかと言われているように一番怖いのが地
震となっている。

確かに、大地が揺れ・裂けて大津波が生
じ、地上の全てのものを流し去っていく様は
本当に恐ろしい。また、倒壊家屋からの火災
は、消火活動が不能であり、これは関東大震
災、神戸での大火災、東日本大震災でも確認
されているところであり、その被害・災害は
筆舌に尽くしがたい。

今までの地震による災害は、かくのごとき
であるが、今注目され、いつ大地震が発生す
るか、どのくらい被害が生じるのかと注目を
浴びているのだが、これは予想であり、ノア
の箱舟と同じく「災害が来るよと」訴えても、
中々対策の行動に起こせないのが一般の人で
あり、政府においても「何十年後以内に発生
するよ」と他人事のような論である。

この弊害は何かといえば、地震予知研究の
調査方法の違いからかと思える。

それは、Ｔ大を中心とした研究では、海洋
プレートの状況等にこだわるためか、多くの
予算、年数をかけて調査はしていても、今後
も結果は解析できても予知はできないのでは
ないかと思われる。

地震研究は、プレート調査ばかりでなく宏
観現象と言われる動物、植物等地上の生物、
地震雲が発生するのだから天空の調査まで、
総合的に行っていけばかなりの確率で予知が

可能と思われるのであろうが、学閥の弊害が
ここまで波及しているためか、現実に地震予
知なるものはなかなかに困難となっており、
今でも地震が起きた後の発表で「○市沖海底
○㎞が震源地であった」と事後報告しかされ
ない。

さて、現実にと観れば東海地方から首都圏
までを襲うと考えられている東海地震、また
中部から近畿・四国にかけての太平洋側の広
大な地域に被害が予想される東南海地震と南
海地震だが、 内閣府は、これらが30年以内
に発生する確率は、Ｍ8.0の東海地震が88パ
ーセントの確率で発生し、Ｍ8.1の東南海地
震が70パーセントで、Ｍ8 . 4の南海地震が
60パーセントになるという高い数値で発表
されている。

そして、多くの人が早めに避難した場合、
津波の犠牲者は最大でおよそ80％少なくな
り、建物の耐震化率を引き上げれば、建物の
倒壊はおよそ40％減らせると推計している。

地震発生で最悪の場合、関東から九州にか
けての30の都府県で合わせておよそ32万
3 ,000人が死亡し、揺れや火災、津波などで
238万棟余りの建物が全壊したり焼失したり
すると推計されている。

また、地震発生から1週間で、避難所や親
戚の家などに避難する人の数は最大で950万
人で、およそ9,600万食の食料が不足すると
されているのだが。

さらに、被害を受けた施設の復旧費用や企
業や従業員への影響も加えると、経済的な被
害は総額220兆3 , 000億円に上るとされてい
る。だが筆者は、東日本大震災の事例を見る
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